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二輪草だより掲載記事は、ホームページからより詳しい内容をご覧いただけます。

センターの活動予定

【お問い合わせ先】
旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240) サンニンヨレ FAX  0166-69-3249
E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp開設時間8時30分～17時15分

◆12月下旬 二輪草プラン推進委員会議 二輪草だより12月号発行

日程：平成２７年１月５日（月）～６日（火）

学童保育サポートの一環として、キッズスクールを開催します。楽しい企画を考えてい
ますので、皆さんの参加をお待ちしています。
❄受付は11月25日（火）～11月28日（金）です。
詳しくはポスターまたは二輪草HPをご覧ください。
❄参加希望の方は二輪草センターまで、ご連絡ください。（内線3240）
定員になり次第締め切ります。

５日（月） ６日（火）

この度は大学医学部・医学会女性医師支援担当者連絡会に参加させて頂きました。
３大学の女性医師支援の取り組みについての事例発表では長崎大学、奈良県立医科大学、東京医
科大学からの様々な取り組みを知る良い機会でした。
今回は大学からの発表ということもあり研究者支援の取り組みについて知る
ことができ大変参考になりました。
長崎大学の伊東昌子先生は以前二輪草センターに見学にいらして下さった
こともあり、あじさいプロジェクトについてはお話で伺っていましたが、今回のご
発表で具体的な取り組みを知ることができて良かったです。中でもイブニングシッターは魅力的で、こ
のような制度があると院内で開催される講演会、勉強会、カンファランスに気軽に参加出来ると思い
ました。
奈良県立医大の水野文子先生のご発表では、女性研究者の支援に特化しており、事業を開始後医
学科女性教員の比率を上昇させている実績がすばらしいと思いました。政府は女性の男女共同参画
を推奨していますが、大学病院では研究を行い教員のポストが得られないと参画するのは難しいの
が現状ですので研究者を支援することの大切さを実感しました。
東京医科大学の大久保ゆかり先生のご発表では東京医科大学でも研究者を支援しており、教員、
学生に占める女性の割合が増えている実績についてお話しされていました。また、女性医師支援の
考え方に女性は甘えず、男性は甘やかさず、社会が育てるという観点が必要という言葉が印象的で
した。フロアから従来の業績の評価法では様々なライフイベントの多い女性に不利なのではないかと
の質問に対し、調査によって女性は教育に多くの時間をかけている方が多いことがわかり、これが実
績に反映すると良いのではないかとのご意見に共感し今後この様な新しい評価法が取り込まれてい
くことで女性のポストが増えていく可能性があるのではないかと考えました。
福輿なおみ先生のご発表を通して大学でのワークライフバランスに関する講義、ホームページ上での
記載が学生や研修医への意識改革につながることが期待される事を再認識しました。

高橋克子先生のご発表ではアンケートによって大学医学部の女性医師支援の
実態や医学会における女性支援や男女共同参画に関する内部組織がまだ十
分整っていないことがわかりました。今回の会を通して学んだ他施設での工夫
や取り組みを今後に 生かしていければと思いました。

平成26年9月26日、滋賀医科大学の男女共同参画推進室により開催された標記のシ
ンポジウムで基調講演をさせていただき、さらにパネル討論に参加させていただきまし
た。私はこれまでの二輪草センターでの取り組み内容と、その成果をご報告させていた
だきました。その後の意見交換やアンケート調査をみると、男女共同参画の実現に向け
、全学を挙げて取り組むことで、大学がひとつの地域社会となって子育てや介護の問題
に取り組むことができる、という私たちの信念に賛同をいただけたと感じました。

他施設の発表からも貴重な情報を多くいただきました。特にパネリストのお一人でいら
した奈良県立医大女性研究者支援センターの須崎康恵先生が先輩の発言として紹介し
ていた子育て女性医師にとって高額収入のアルバイトは「麻薬に近い」ということは解決
が難しい問題と思いました。また、医科大学におけるハラスメント防止の取り組みも大変
勉強になりました。その後、奈良医大で作成されたハラスメント防止DVDをさっそく送っ
ていただき、視聴してみました。誰でも加害者になりうる危険を感じました。立場の弱い

部下や学生についつい言ってしまいしそうなNG発言集にドキッと
します。職場の雰囲気が気になる方は是非、このDVDを一度は
視聴されることをおすすめします。気になったらいつでも二輪草セ
ンターに申し込みください。

『大学医学部・医学会女性医師支援担当者連絡会』参加報告

二輪草センター助教 菅野恭子

滋賀医大の「男女共同参画推進のための県民参加のシンポジウム」で
本学二輪草センターの取り組みを発表しました

報告：山本明美センター長

病児一時預かり室、バックアップナース、病児・病後児保育室、カウンセリング相談
【１０月２０日～１１月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 依頼回数 ０回 利用回数 ０回

バックアップナース 依頼回数 ９回 稼働回数 ９回

病児・病後児保育室 依頼回数 ９回 利用回数 ３回

カウンセリング相談 利用回数 ２回

＊病児一時預り室、病児・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます

・特別授業
自分の身体を知ろう！
〜耳のお仕事・聞くこととバランス〜
耳鼻咽喉科 岸部 幹先生

・ぬいぐるみ病院プロジェクト
（学生による活動）

・雪中運動会（悪天時〜体育館遊び）・作ってあそぼ！
「ランプシェードを作ろう！」

・バイキング

・ホットケーキをつくろう！

http://www.asahikawa-med.ac.jp/hospital/nirinsou
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